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札幌市豊平区羊が丘にて採集されたナキイスカ
Loxia leucoptera の剖検記録
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要 約

２０１４年４月に札幌市豊平区羊ヶ丘にて採集されたナキイスカ Loxia leucoptera１個体を剖検し、その所見及び

各種の身体計測値を記録した。剖検時肉眼所見として、皮下脂肪痕跡的であり、一部筋萎縮と軽度肺炎像が得

られた。諸臓器および消化管内は空虚で、内部寄生虫は認められなかった。これらの所見から、斃死の原因は

特定されなかった。

キーワード：ナキイスカ、剖検記録

北獣会誌 ５８，５４８～５５０（２０１４）

ナキイスカ Loxia leucoptera はスズメ目アトリ科に

属する小型鳥類で、スカンジナビア半島北部からロシア

にかけてと北米に分布し、カラマツ、モミ、シラカンバ、

ナナカマド等の落葉針葉樹林または針広混交林に生息す

る［１、２］。本種には３亜種が知られ、そのうち亜種ナキイ

スカ L. l. bifasciata が主にヨーロッパ、ロシアで繁殖

し、中央アジア、中国東北部等で越冬することが知られ

ている［１、２］。この亜種ナキイスカはまれに日本にも冬鳥

として渡来し、北海道でも時折記録される［３－５］。今回、

筆者らは札幌市豊平区羊ヶ丘にて採集された本種１個体

の死体について、剖検する機会を得た。国内において本

種を含む野鳥の計測、解剖結果に関する報告は少ない［７］。

また、斃死体を利用した野鳥の正確な計測値の記録およ

びそれに基づく種同定は、ある地域に生息する鳥類相の

把握と生態系の評価のため重要であり、死因の推定、病

原体の検索および遺伝子情報を含むサンプルの蓄積は、

博物学的および獣医学的に重要であるため、本報ではそ

の結果について報告する。

材料及び方法

２０１４年４月８日、札幌市豊平区羊ヶ丘の森林総合研究

所北海道支所内の実験林にて、樹の根元に落ちていた野

鳥１個体が回収され、同支所標本館にて冷凍保存された。

その後、同個体は酪農学園大学野生動物医学センター

（WAMC）に搬送され、各種の検査が実施された（同

施設カルテ番号 AS14380）。作業者の安全性確保のため、

インフルエンザウイルス簡易試験キット（エスプライン

Aインフルエンザ、富士レビオ、東京）およびウエスト

ナイル熱ウイルス簡易試験キット（WNV／SLE Vec Test、

米国Medical Analysis Systems, Inc.、Camarillo、CA、

米国）を用いて、それぞれのウイルスのスクリーニング

検査を実施した。いずれのウイルスについても陰性であ

ることを確認した後、個体の体部計測および外部寄生虫

検査を実施した。剖検は常法に従って実施し、羽毛付き

の皮膚は仮剥製の証憑標本としてWAMCに保存された。

その後、臓器の一部は今後の比較検査用試料とするため、

WAMC内の冷凍庫（－２０℃）に冷凍保存された。

成績と考察

本個体の計測値は、以下の通りであった。体重２３g、全

長１４５mm、翼開長２４２mm、自然翼長８７mm、最大翼長

８８mm、翼差３４mm、翼幅５４mm、尾長５６mm、露出嘴
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峰長１６．２mm、全嘴峰長２０．２mm、嘴高１０．１mm、嘴幅

９．４mm、全頭長３４．３mm、およびふ蹠長１３．７mmであっ

た。本個体は嘴が太く交差しており、翼に２本の明瞭な

白帯があることにより、ナキイスカと考えられた［１、２］。

体羽は全体的に黄緑色であり、頭部から背中にかけて灰

色味が強いこと、体上面および腋の羽に黒褐色の縦斑が

あること等により、メス成鳥であると同定された［１、２］。

類似した種にイスカ Loxia curvirostra があるが、翼の

白帯が明瞭であり、大雨覆先端部の白帯の最大幅が９．１

mmであること（イスカの変異個体では境界が明瞭で

はなく、通常１－２．５mm）、肩、上背面の羽及び下尾

筒がやや暗色が強く、体上面や腋の羽に縦斑が無いこと、

尾長／翼長比が０．６４であること（イスカでは０．５６－０．６１）

などから、ナキイスカであると考えられた［２、６］。北海道

におけるナキイスカの記録は数年に一度程度の割合で散

見され、直近の記録として、２０１１年３月および５月にそ

れぞれ札幌市で飛来が確認されている。本例は、２０１４年

は３年ぶりの記録となる［３、４］。

インフルエンザウイルスおよびウエストナイル熱ウイ

ルスの簡易検査はいずれも陰性であった。また、外部寄

生虫検査も陰性であった。外部所見としては明瞭な出血

および骨折は認められず、換羽も認めなかった。剖検時

肉眼所見として、皮下脂肪は痕跡的で胸筋の軽度萎縮を

認めたが、全身的に著しく削痩しているとは判断されな

かった。体腔内臓器では、肺に軽度肺炎様の病変と、肝

臓周縁部および頭蓋骨内に死後変化と思われるうっ血を

認めたが、直接の死因とは考えられなかった。また実体

顕微鏡下で諸臓器および消化管を精査したが、胃は空胃

であり、内部寄生虫は認められなかった。皮下脂肪がほ

とんどなく、胸筋の萎縮を認めたこと、当該個体の体重

は２３gであり、既報における標準体重をやや下回って

いること（ロシア：ムルマンスク：２９－３４g、ヤマル半

島：２４．９－３５．３g）［２］などから、栄養不良、衰弱により

死亡した可能性はあるが、直接的な死因は不明であった。

日本国内に飛来した本種鳥の身体に関する情報が乏し

いことから、貴重な情報として本個体の情報を記録した。
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